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はじめに 

 

 職業能力開発総合大学校（以下「職業大」という。）では、職業能力開発促進法及び職

業能力開発促進法施行規則に定められている職業訓練指導員の養成及びその能力の向上、

総合課程並びに職業能力の開発及び向上に関する調査及び研究等を総合的に実施してい

る。 

 第11次職業能力開発基本計画において、職業大には、産業界や地域のニーズを十分に考

慮した公的職業訓練等を実施するために最先端の学識・技術・技能を有し、研究的思考を

もって職業訓練指導技法等を開発できる訓練指導員の養成」が求められている。 

また、国土交通省では、建設・建築業の生産性向上と業務効率化を促進することを目

的としてBIM（Building Information Modeling）の導入を進めている。業界ではBIMを導

入することにより、生産性向上や業務効率化が期待できる他、建材等の調達や施工時の二

酸化炭素の排出量を算出する等、環境負荷低減が期待できるため、GX・DXを推進する人材

が求められている。 

 そこで、本調査研究では、建設・建築業界におけるBIM活用状況と公共職業能力開発施

設におけるBIM訓練の現状をヒアリング等により把握し、その結果を踏まえて、BIM教材と

訓練技法を開発し、成果物を活用した職業訓練指導員研修等を通じて普及させることで公

共職業能力開発施設における技能習得の向上に寄与できるものと考える。 

 最後に、本調査・開発テーマにご尽力いただいている関係者の方々に感謝の意を表する

と共に、末永く職業能力開発の発展のためのご協力を賜りたくお願い申し上げる。 

 

2026年３月 
職業能力開発総合大学校 

基盤整備センター 

所 長 池田 秀作 
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た く み

 職業能力開発総合大学校  

池田
い け だ

 義人
よしひと

 職業能力開発総合大学校  

他 民間企業の有識者 1名、 

 

動画制作協力者 

氏  名 所 属 施 設 

土井
ど い

 海聖
かいせい

 職業能力開発総合大学校 建築専攻 
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開発部 
部長 
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職業能力開発総合大学校 基盤整備センター 

開発部 高度技能者養成訓練開発室 
室長 
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開発部 高度技能者養成訓練開発室 
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職業能力開発総合大学校 基盤整備センター 

開発部 高度技能者養成訓練開発室 
開発研究員 

荒木
あ ら き

 勇太郎
ゆうたろう

 
職業能力開発総合大学校 基盤整備センター 

開発部 高度技能者養成訓練開発室 
開発研究員 
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